
雑

叢

西
ド
イ
ツ
諸
大
撃
に
お
け
る
東
洋
皐

大

{皆

美

島

145 

ド
イ
ツ
に
お
け
る
東
洋
皐
が
キ
リ
ス
ト
数
の
布
敬
に
よ
っ
て
端
絡
を
切
っ
た

こ
と
は
周
知
の
、通
り
で
あ
る
。
十
四
世
紀
に
は
す
で
に
ケ
ル

ン
出
身
の
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
舎
の
修
道
士
ア

I
ノ
ル
ド
〈
〉
g
o
E〉
が
中
園
で
活
躍
し
て
い
た
。
し

か
し
、
圏
内
の
統
一
に
遅
れ
を
と
っ
た
ド
イ
ツ
は
、
一
園
家
と
し
て
中
園
と
接

鯛
す
る
こ
と
に
も
他
の
欧
米
列
強
に
遅
れ
を
と
っ
た
。
一
八
九
八
年
に
租
借
し

た
謬
州
湾
も
僅
か
二
十
年
徐
り
で
手
離
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
政

治
的
な
事
情
は
、
四
月
干
間
的
な
進
歩
の
た
め
に
は
か
え
っ
て
幸
い
で
あ
っ
た
。
な

ぜ
な
ら
、
ド
イ
ツ
の
東
洋
塵
界
は
政
治
的
な
利
害
に
と
ら
わ
れ
ず
に
距
離
を
お

い
て
東
洋
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
二

0
年
代
に

は
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
園
に
劣
ら
ぬ
陣
容
を
誇
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ

れ
も
束
の
聞
で
、
ナ
チ
ス
の
撞
頭
は
ド
イ
ツ
の
中
園
皐
に
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
痛
手
を
輿
え
た
。
シ
モ
ン
ハ

d
r
-
5
ω
5
0口
〉
、
コ

l
エ
ン
(
巧
三
区
目

。oroロ
〉
、
ハ
ロ
ウ
ン
(
。

E
g
a〈
出
色
。
ロ
ロ
〉
、
シ
ン
ド
ラ
l

〈回『ロロ
o
ω
n
r
F
B

回
《
出
。
。
ゃ
、
オ
ッ
ト
1
・
フ
ラ
ン
ケ

(
0
3
0
司
自
ロ
宮
〉
の
弟
子
エ
パ

1
ハ

ー
ト
(
巧
o-Pω
日
明
日
話
円
FRε
な
ど
の
有
能
な
皐
者
た
ち
が
衣
々
と
圏
外
に

追
放
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
東
洋
皐
の
園
書
館
は
、
あ
る
い
は
破
鐘
さ

れ
あ
る
い
は
東
側
に
移
さ
れ
て
、
西
ド
イ
ツ
東
洋
準
は
立
ち
直
り
不
可
能
と
思

わ
れ
る
吠
態
で
戦
後
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
戟
後
の
西
ド
イ
ツ
東
洋
拳
の

復
興
に
は
目
売
し
い
も
の
が
あ
っ

た
。
一
九
四
五
年
に
東
洋
率
の
講
座
が
再
開
さ
れ
た
の
は
ハ
ン
ブ
ル
グ
、
ラ
イ

プ
ツ
ィ
ッ
ヒ
、
ベ
ル
リ
ン
(
漢
籍
は
東
側
に
移
さ
れ
た
〉
の
一
一
一
校
の
み
で
あ
っ

た
が
、
一
九
六
七
年
に
は
十
三
校
に
増
え
、
そ
し
て
現
在
で
は
、
ウ
ィ
ー
ン
及

び
チ
ュ

l
リ
ッ
ヒ
を
も
含
め
、
西
側
ド
イ
ツ
語
圏
内
で
三
十
六
校
に
も
及
ぶ
。

戦
後
し
ば
ら
く
の
関
、
西
ド
イ
ツ
の
中
園
語
の
研
究
や
数
育
は
他
の
欧
米
諸

園
に
遅
れ
を
と
り
、

H
N
E
g
r
o
a
辞
典
が
再
版
さ
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
十
年
開
、
中
園
と
の
交
流
が
活
滋
に
な
る
に
つ
れ
、
非
常
に
よ
く

計
重
さ
れ
た
中
園
語
の
集
中
講
座
が
、
大
皐
、
東
ア
ジ
ア
関
係
の
研
究
所
、
さ

ら
に
は
高
校
な
ど
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
中
園
留

皐
経
験
の
あ
る
ド
イ
ツ
人
講
師
が
、
中
園
人
と
組
ん
で
濁
自
の
テ
キ
ス
ト
を
作

り
、
ス
ラ
イ
ド
や
映
輩
、
カ
セ
ッ
ト
な
ど
も
利
用
し
て
始
以
果
的
な
授
業
を
行
な

っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
夜
聞
に
皐
校
を
開
放
し
て
行
な
う
成
人
数
育
の
講
座

に
も
日
本
語
や
中
園
語
が
と
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
先
年
私
が

渡
欧
し
た
際
に
は
、
小
さ
な
書
広
で
も
中
園
や
日
本
に
関
す
る
本
を
関
車
に
見

つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

要
す
る
に
、
東
洋
皐
研
究
は
以
前
の
よ
う
に
特
別
観
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、

か
な
り
大
衆
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
奨
準
金
が
支
給
さ
れ
、
園
際
的
、
昼
際

的
な
交
流
も
容
易
に
な
っ
た
。
ま
た
、
敵
前
に
圏
外
に
追
放
さ
れ
た
り
移
住
し

た
り
し
た
皐
者
た
ち
も
蹄
園
し
、
若
い
世
代
を
刺
激
し
つ
つ
研
究
活
動
を
行
な

っ
て
い
る
。
情
報
交
換
や
資
料
提
供
の
機
舎
が
増
加
し
、
中
園
語
の
原
典
や
二

衣
的
資
料
も
入
手
し
易
く
な
る
と
、
骨
田
然
研
究
方
法
も
襲
化
し
、
東
洋
皐
の
大

同
年
内
で
の
立
場
も
務
わ
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
現
在
こ
の
皐
聞
に
要
求
さ
れ
て

い
る
も
の
は
、
以
前
要
求
さ
れ
て
い
た
も
の
と
は
違
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
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わ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
九
五
八
年
に
は
田
村
賞
造
数
授
が
ド
イ
ツ
の
東
洋
皐
の
動
向

を
さ
ぐ
り
、
六
五
年
に
は

H
・
フ
ラ
ン
ケ

(
z
t
gユ司
E
D
Z〉
数
授
な
ら
び

に
デ
ボ

ン
数
肱
が
ド
イ
ツ
支
那
撃
の
展
望
を
行
な
い
、
ま
た
六
七
年
に
は
佐
々

木
現
順
氏
が
ド
イ
ツ
東
洋
撃
の
素
描
を
行
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
後

の
も
の
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
西
ド
イ
ツ
東
洋
皐
界
の
極
く
最
近
の

情
況
に
つ
い
て
紹
介
し
て
み
た
い
。
資
料
は
主
と
し
て
西
ド
イ
ツ
及
び
チ
ュ

l

リ
ッ
ヒ
、
ウ
ィ
ー
ン
の
大
皐
の
要
覧
に
よ
り
、
一
九
七
三
年
か
ら
八

O
年
ま
で

の
期
閲
を
中
心
に
素
描
を
試
み
る
。

戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
様
々
の
困
難
に
出
品
闘
い
な
が
ら
も
、
最
近
十
年

聞
の
西
ド
イ
ツ
東
洋
翠
の
歩
み
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
一
時
の
低
迷
し
て
い

た
姿
は
今
や
ど
こ
に
も
無
く
、
往
年
の
牽
や
か
さ
を
取
り
も
ど
し
た
御
が
あ

る
。
敗
戦
後
の
混
飢
し
た
研
究
所
の
無
残
な
姿
を
知
る
人
た
ち
は
、
そ
の
復
興

ぶ
り
に
目
を
同
月
長
る
ら
し
い
。
ド
イ
ツ
の
大
翠
を
訪
問
し
た
人
は
、
ド
イ
ツ
ほ

ど
謬
術
機
関
の
活
動
に
到
し
多
額
の
抽
出
算
を
組
む
園
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ほ
か
に

は
無
い
だ
ろ
う
、
と
異
口
同
音
に
言
う
。
私
も
一

昔
前
に
ド
イ
ツ
の
大
撃
に
在

籍
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
蛍
時
で
さ
え
そ
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
て
い
た
。

東
洋
皐
も
そ
の
例
外
で
な
い
こ
と
は
、
田
村
教
授
が
一
九
五
八
年
に
波
濁
し
た

際
、
す
で
に
「
わ
た
く
し
が
滞
在
中
に
見
聞
し
た
と
こ
ろ
か
β

り
す
れ
ば
、
ド
イ

ツ
東
洋
皐
界
に
は
、
大
戦
後
十
鈴
年
に
し
て
、
往
年
の
は
な
ば
な
し
さ
を
再
現

し
よ
う
と
す
る
素
地
が
つ
く
ら
れ
つ

つ
あ
る
か
に
う
か
が
わ
れ
た
。
」
と
述
べ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
見
て
と
れ
る
。

し
か
し
、

質
際
に
戦
後
の
東
洋
間半
界
が
活
滋
に
な
り
始
め
た
の
は
、
ド
イ
ツ

科
謬
委
員
曾
の

一
九
五
九
年
の
勧
告
後
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
委

員
舎
は
州
と
政
府
の
高
官
及
び
各
研
究
機
関
の
代
表
者
か
ら
構
成
さ
れ
、
各
専

門
分
野
の
指
導
を
は
じ
め
、
出
版
事
業
、

『一
内
外
の
皐
術
交
流
、
奨
血
中
資
金
授
奥

な
ど
幅
庚
く
活
動
し
て
、
ド
イ
ツ
の
大
胆
平
を
高
水
準
た
ら
し
め
る
の
に
貢
献
し

て
き
で
い
る
。
こ
の
委
員
舎
の
一
九
五
九
年
の
動
告
と
は
、
大
事
の
充
貸
の
た

め
に
東
ア
ジ
ア
研
究
の
必
要
性
を
強
調
し
、
中
園
同学
や
日
本
皐
は
全
て
の
大
祭

で
講
じ
ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
H
-
P-フ
ン
ケ
氏
の
言
葉
に

よ
れ
ば
「
ド
イ
ツ
の
全
ア
ジ
ア
皐
に
鱒
換
を
も
た
ら
し
た
」
の
で
あ
る
。
そ
の

後
間
も
な
く
し
て
、
ケ
ル
ン
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
夕
、
ボ
ン
、
チ
ュ

l
ピ
ン
ゲ

ン
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト、

ヴ
ユ
ル
ツ
プ
ル
夕
、
そ
し
て
ミ
ユ
ン
ス
タ
ー
な
ど
に

中
園
皐
の
講
座
や
研
究
所
が
設
置
さ
れ
、
現
在
で
は
、
更
に
多
く
の
大
皐
が
よ

り
充
貸
し
た
講
座
内
容
と
秀
れ
た
陣
容
と
を
誇
る
に
至
っ
た
。
次
に
、
そ
れ
を

具
鐙
的
に
述
べ
て
み
た
い
。

講
座
の
内
容
を
概
観
す
る
際
、
最
初
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
東
洋
拳
が
大

間学
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
に
お
か
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
、
中
園
風
午
、
日
本
凱
午
、
朝
鮮
患
や
他
の
ア
ジ
ア
察
相
互
の
関
係
が
ど
う
な

っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

大
部
分
の
漢
籍
が
東
側
に
移
さ
れ
た
ベ

ル
リ
ン
に
お
い
て
は
、
ベ
ル
リ

ン
自

由
大
祭
が
そ
の
停
統
を
受
け
縫
い
で
お
り
、
東
ア
ジ
ア
研
究
所
に
お
い
て
、
中

園
撃
、
日
本
風
午
、
朝
鮮
皐
が
並
行
し
て
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
も
新
し

い
大
皐
に
属
す
る
ポ
ッ
フ
ム
大
祭
に
は
、
東
ア
ジ
ア
皐
部
な
る
も
の
が
あ
り
、

中
園
の
言
語
と
文
準
、
日
本
の
言
語
と
文
皐
、
朝
鮮
の
言
語
と
文
化
、
中
園

史
、
日
本
史
、
東
ア
ジ
ア
政
治
問
字
、
東
ア
ジ
ア
経
済
皐
の
分
野
に
分
け
て
講
座

が
組
ま
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
中
園
研
究
は
、
停
統
的
に
特
定
の
個
人
が
そ
れ

ぞ
れ
か
な
り
康
範
圏
に
手
を
庚
げ
て
行
な
っ
て
き
た
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
そ

れ
が
専
門
分
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ボ
ン
大
皐
の
東
ア
ジ

ア
関
係
の
研
究
機
関
に

は
、
中
園
皐
研
究
所
、
日
本
皐
研
究
所
、
言
語
及
び
文
化
率
研
究
所
(
チ
ベ
ッ
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ト
語
な
ど
〉
、
オ
リ
エ
ン
ト
語
研
究
所
、
そ
し
て
経
済
拳
研
究
所
の
附
属
機
関

で
あ
る
開
設
途
上
園
部
門
が
あ
り
、
各
々
濁
立
し
た
活
動
を
績
け
、
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
講
座
を
設
け
て
い
る
。
プ
レ
l
メ
ン
大
皐
で
は
中
園
皐
と
か
日
本
皐

の
猫
立
し
た
研
究
所
が
な
く
、
専
門
的
な
講
義
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、

七
九
年
と
八

O
年
に
は
、
労
働
摩
、
政
治
皐
科
に
約
三
十
時
聞
の
ア
ジ
ア
一
般

に
関
す
る
識
座
が
設
け
ら
れ
た
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
拳
で
は
、
戦
後
す
ぐ
に

再
開
さ
れ
た
講
座
は
規
模
の
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
、
オ
リ
エ
ン

ト
及
び
東
ア
ジ
ア
の
言
語
皐
研
究
所
が
あ
り
、
そ
の
中
に
中
園
拳
、
日
本
皐
及

び
東
南
ア
ジ
ア
皐
の
セ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
ま
た
、
地
理
同
学
研
究
所
の
文
化
地

理
皐
部
門
に
も
、
ア
ジ
ア
の
講
座
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
文
化
史
研
究
所
に
お

い
て
も
同
様
で
あ
る
。
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
皐
に
は
オ
リ
エ
ン
ト
研
究
所
が
あ

り
、
そ
の
中
で
中
園
祭
と
日
本
事
が
同
じ
比
重
の
扱
い
を
受
け
て
い
る
。
ゲ
ツ

テ
イ
ン
ゲ
ン
大
祭
に
は
、
中
園
皐
研
究
所
、
イ
ン
ド
及
び
併
数
皐
研
究
所
が
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
日
本
皐
は
中
園
皐
の
閃
ほ
ど
の
ウ
ェ
イ
ト
し
か
占
め
て
い
な

い
。
ハ

ン
ブ
ル
ク
大
同
学
は
、
ド
イ
ツ
で
最
初
の
東
洋
風
平
常
設
講
座
を
設
け
た
と

こ
ろ
だ
け
に
、
数
授
の
陣
容
や
設
備
も

非
常
に
充
貧
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と

は
、
こ
の
八
年
聞
に
、
東
ア
ジ
ア
関
係
の
講
座
時
間
だ
け
で
各
拳
期
(
西
ド
イ

ツ
で
は
、
一
年
は
冬
夏
二
皐
期
に
分
れ
、
各
々
濁
立
し
た
講
座
を
も
っ
)
二
百

時
聞
を
越
し
た
こ
と
が
三
回
程
も
あ
る
こ
と
か
ら
も
剣
断
さ
れ
る
。
こ
こ
に

は
、
中
園
言
語
・
文
化
研
究
所
、
日
本
言
語
・
文
化
研
究
所
が
あ
り
、
中
園
研

究
所
の
中
に
、
タ
イ
、
ピ
ル
マ
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
言
語
・
文
化
の
部
門
が
腐
し

て
い
る
。
そ
の
他
、
朝
鮮
皐
も
こ
こ
に
所
属
し
、
毎
鼠
早
期
十
二
時
聞
の
講
座

を
、
七
五
年
、
七
七
J
八

O
年
と
持
ち
績
け
て
い
る
。
ま
た
、
マ
レ
l
語
や
バ

リ
語
を
数
え
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
及
び
南
洋
諸
島
研
究
所
も
獄
立
し
て
設
置
さ
れ

て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
古
い
大
皐
に
属
す
る
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
皐
に
お
い
て

は
、
中
園
皐
研
究
所
、
南
ア
ジ
ア
研
究
所
及
び
義
術
史
研
究
所
の
オ
リ
エ
ン
ト

部
門
が
東
洋
皐
の
講
座
を
設
け
て
い
る
。
ケ
ル
ン
大
皐
で
は
、
中
園
鼠
午
、
日
本

拳
、
朝
鮮
語
、
満
州
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
講
義
が
オ
リ

エ
ン
ト
研
究
所
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
。
マ
イ
ン
ツ
大
皐
で
は
、
比
較
言
語

象
研
究
所
が
七
五
年
に
一
度
、
中
園
語
の
講
座
を
開
設
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
け

で
め
る
。
マ

i
プ
ル
ク
大
四
月
干
に
は
、
中
園
語
及
び
日
本
語
の
講
座
が
あ
る
。
歴

史
に
も
文
拳
に
も
造
詣
が
深
い
フ
ラ
ン
ケ
〈

E
2
Z
ユ
F
g
r
o)敬
授
及
び

バ
ウ
ア

l
(
巧
丘
町
宮
口

m
F
E
C
数
授
を
擁
す
る
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
大
皐
で
は
、

東
ア
ジ
ア
皐
研
究
所
及
び
日
本
皐
研
究
所
を
有
し
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
研
究
所

に
は
、
中
園
皐
、
モ
ン
ゴ
ル
曲
学
、
朝
鮮
皐
、
タ
イ
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
の
講
座
が

含
ま
れ
、
他
に
、
考
古
島
T

、
密
皐
及
び
政
治
拳
の
分
野
で
も
東
洋
皐
の
講
座
が

関
か
れ
て
い
る
。
チ
ュ

l
ビ
ン
ゲ

ン
大
皐
も
中
世
以
来
の
大
祭
で
あ
る
が
、
東

ア
ジ
ア
言
語
皐
研
究
所
を
有
し
、
そ
の
中
に
中
園
撃
と
日
本
皐
の
部
門
が
あ

る
。
グ
ユ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
皐
は
中
園
祭
研
究
所
を
も
ち
、
ニ
ユ
ル
ン
ベ
ル
タ
大

祭
で
は
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
以
外
の
言
語
及
び
文
化
研
究
所
が
日
本
語
と
中
園
語
の
講

座
を
開
い
て
い
る
。
ウ
ィ
ー
ン
大
息
?
と
チ
ュ
l
リ
ッ
ヒ
大
暴
は
停
統
的
に
ド
イ

ツ
と
つ
な
が
り
を
持
ち
、
交
流
が
盛
ん
で
あ
る
。

ウ
ィ
ー
ン
の
ク
ラ
イ
ナ
ー

(
』

O
臼

sr貝
3
5
2〉
教
授
が
助
手
と
と
も
に
ボ
ン
に
移
っ
て
い
る
の
も
一
つ

の
例
で
あ
ろ
う
。
ウ
ィ
ー
ン
大
祭
は
日
本
皐
及
び
中
園
皐
の
凋
自
の
研
究
所
及

び
日
本
語
の
翻
誇
者
・
通
誇
者
養
成
の
セ
ク
シ
ョ
ン
と
を
設
け
て
い
る
。
チ
ユ

l
リ
ッ
ヒ
大
皐
に
は
東
ア
ジ
ア
研
究
所
が
あ
っ
て
日
本
皐
と
中
園
皐
は
そ
の
中

に
含
ま
れ
る
。
以
上
の
大
皐
以
外
に
も
、
カ
ツ
セ
ル
大
皐
の
地
理
接
部
門
や
ザ

ワ

l
ラ
ン
ド
大
皐
の
政
治
皐
部
門
な
ど
で
東
ア
ジ
ア
関
係
の
講
座
が
設
け
ら

れ
、
ま
た
西
ド
イ
ツ
の
殆
ど
の
総
合
大
祭
が
東
・
南
ア
ジ
ア
関
係
の
講
座
を
設

け
て
い
る
。

-147ー
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以
上
、
無
味
乾
燥
な
研
究
機
関
の
素
描
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
一
つ
附
言

し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
西
ド
イ
ツ
の
大
皐
が
日
本
の
そ
れ
と
異
な
り
、
数
曾

関
係
の
大
同
容
を
除
き
、
全
て
園
の
機
関
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
連
邦
政
府
は
大

皐
及
び
研
究
に
関
す
る
一
般
的
原
則
を
規
定
し
、
大
皐
建
設
の
資
金
面
及
び
研

究
計
査
に
参
加
す
る
が
、
一
方
で
大
皐
は
高
度
の
自
治
権
を
有
す
る
。
翠
聞
の

自
由
が
基
本
的
な
課
題
と
し
て
認
め
ら
れ
、
政
府
は
象
問
の
内
容
に
影
響
を
輿

え
で
は
な
ら
な
い
こ
と
が
現
行
法
で
制
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
患
聞
の
自

由
は
無
責
任
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
私
の
値
験
で
は
、
以
前
ハ
イ
デ
ル

ベ
ル
グ
大
準
の
祉
舎
接
の
数
授
の
戦
中
の
論
文
に
、
ナ
チ
に
加
指
す
る
青
山
味
の

こ
と
が
書
か
れ
て
あ
っ
た
の
が
設
究
し
た
時
、
風
半
生
た
ち
が
大
第
な
騒
動
を
お

こ
し
た
こ
と
を
-記
憶
し
て
い
る
。
皐
問
の
自
由
は
園
立
の
大
泉
で
あ
る
ほ
ど
厳

し
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
事
件
で
あ

っ
た
。

次
に
過
去
何
年
か
を
ふ
り
か
え
っ
て
各
大
皐
の
東
洋
撃
の
講
座
を
素
描
し
て

み
た
い
。
過
去
八
年
関
、
常
時
日
本
準
及
び
中
闘
皐
の
講
座
を
設
け
て
き
た
の

は
、
ベ
ル
リ
ン
自
由
、
ポ
ッ
フ
ム
、
ニ
ユ
ル
ン
ベ
ル
ク
エ
ア
ラ
ン
ゲ
ン
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
ゲ
ッ
テ
イ
ン
ゲ
ン
、
ハ

ン
ブ
ル
ク
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
夕
、
ヶ

ル
ン
、
マ

1
プ
ル
夕
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
チ
ュ

l
ビ
ン
ゲ
ン
、
ヴ
ユ
ル
ツ
プ
ル

夕
、
ウ
ィ
ー
ン
、
チ
ュ

l
リ
ッ
ヒ
、
ボ
ン
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
十
六
大
事
で
あ

る
。
こ
の
他
に
、
一
時
的
あ
る
い
は
部
門
を
制
限
し
た
上
で
開
講
し
た
大
皐
は

十
六
大
祭
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
東
ア
ジ
ア
(
日

・
中
・
朝
)
を
総
合
的
に
考

慮
し
、
朝
鮮
語
あ
る
い
は
朝
鮮
皐
を
含
め
た
講
座
を
設
け
て
い
る
大
翠
は
、
ベ

ル
リ
ン
自
由
、
ポ
ッ
フ
ム
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
ヶ
ル
ン
、
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
、
ウ
ィ
ー
ン
、
チ
ュ

l
り
ッ
ヒ
、
ボ
ン
の
九
大
皐
で
あ
り
、
西
ド
イ

ツ
に
限
れ
ば
わ
ず
か
七
大
事
に
止
ま
る
。

-次に
東
ア
ジ
ア
皐
(
日

・
中
・

朝
皐
〉
に
占
め
る
そ
れ
ぞ
れ
の
比
重
を
見
る

-148ー

此
め
に
、
比
較
的
趨
勢
の
安
定
し
て
き
た
過
去
四
年
聞
を
統
計
的
に
眺
め
て
み

る
。

一
九
七
七
年
か
ら
一
九
八
O
年
ま
で
の
東
ア
ジ
ア
皐
関
係
(
語
皐
を
含

む
)
の
各
皐
期
講
座
時
間
の
合
計
は
全
劉
象
大
皐
で
四
二
六
四
時
開
で
あ
る

(
講
座
敷
に
す
る
と
、
一
時
開
の
も
の
か
ら
十
二
時
間
に
及
ぶ
も
の
も
あ
り
、

同
一
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
が
)
。
そ
の
内
、
中
園
皐
の
時
間
数
は
二
二
八
九
時

間
、
日
本
祭
は
二
ハ
三

O
時
閥
、
朝
鮮
祭
は
三
四
五
時
間
で
、
年
卒
均
に
す
る

と
、
中
園
皐
は
怨
皐
期
五
七
二

・
三
時
間
(
五
三
・
七
%
)
、
日
本
皐
の
講
座

は
四

O
七

・
五
時
間
(
三
八
・
二
%
)
、
朝
鮮
皐
は
八
六
・
三
時
開
(
八

・一

%
)
で
あ
る
。
こ
の
比
率
か
ら
中
園
祭
、
日
本
皐
、
朝
鮮
翠
の
比
重
の
置
か
れ

方
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
東
ア
ジ
ア
準
以
外
の
ア
ジ
ア
(
西

・
東
南
ア

ジ
ア
〉
関
係
の
講
座
の
占
め
る
率
は
、
一
九
七
二
年
に
一

九

0
時
間
ほ
ど
で
あ

っ
た
が
、
七
五
年
か
ら
常
に
二

0
0時
聞
を
越
し
、
七
五
年
、
七
九
年
は
三

0

0
時
聞
を
は
る
か
に
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
東
南
ア
ジ
ア
の
概
論
か
ら
、

パ
リ
語
、
ラ
オ
ス
語
な
ど
特
殊
な
部
門
の
も
の
に
ま
で
及
ん
で
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
か
は
、
次
に
の
ベ
る
講
義
内
容
で
多
少
燭
れ
て
み

た
い
。
更
に
以
上
の
よ
う
な
特
殊
講
座
を
含
め
て
、
毎
翠
期
一

O-0時
間
以
上

の
講
座
を
持
つ
大
皐
(
東
洋
皐
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
大
祭
〉
は
、
ベ
ル
リ
ン

自
由
、
ポ
ッ
フ
ム
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
及
び
ボ
ン
大
皐
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
五
大
壊
の
講
座
内
容
を
述
べ
つ
つ
、
全
陸
に
も
燭
れ
て
い
く
こ
と
に

す
る
。
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
暴
|

奮
来
の
プ
ロ
シ
ャ
園
立
博
物
館
は
、
現
在
東
ベ
ル
リ
ン
に
腐
し
て
い
る
の
で
、

一
部
マ

1
.フ
ル
ク
に
移
管
さ
れ
て
い
た
も
の
を
除
け
ば
、
戦
後
蒐
集
さ
れ
た
も

の
の
み
で
聞
書
館
及
び
大
撃
を
新
設
し
た
。
大
皐
の
歴
史
は
新
し
い
が
、

測
れ

ば

一
六
八

O
年
に
既
に
ベ
ル
リ
ン
の
司
祭
ミ
ュ
ラ
l

〈〉

Z
Z
E
P
A
C
-
-
2〉
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の
作
成
し
た
文
献
目
録
や
中
園
語
の
文
法
書
が
あ
り
、
そ
の
停
統
の
上
に
戦
後

は
ブ
ッ
ク
ス
〈
更
さ
O

円
切

z
n
Z〉
氏
や
エ
ッ
カ
ル
ト
(
玄
ミ

F
E
E
C
氏

な
ど
が
充
貧
し
た
研
究
を
績
け
た
。
こ
こ
は
、
か
の
塵
生
運
動
の
指
導
者
デ
ユ

チ
ケ
〈
河
口
仏
F
U
E
n
v
rる
な
ど
の
活
路
の
舞
肇
で
あ
っ
た
の
で
、
講
座
内
容

も
他
大
皐
に
比
べ
る
と
非
常
に
現
代
史
が
多
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

一
九
七
七

年
の
冬
皐
期
に
は
「
中
園
及
び
日
本
に
お
け
る
社
曾
主
義
と
資
本
主
義
下
の
拳

生
運
動
」
(
〈
o
a・2
2
r
2
g
gロ
〉
、
「
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
農
民
運
動
」
(
0
0
・

円
F
R
ι
P
3
2
)、
七
九
年
に
は

「
日
本
の
労
働
組
合
」
〈
C
Z三
曲
「
o
g
B
)

や
日
本
の
環
境
汚
染
の
問
題
な
ど
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
過
去
の
遺
産
か
ら
で

は
な
く
、
現
賓
の
生
々
し
い
問
題
の
中
か
ら
東
洋
を
把
握
し
よ
う
と
し
、
異
質

な
文
化
へ
の
単
な
る
憧
僚
か
ら
東
洋
を
見
ょ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
様
子

が
窺
え
る
。
従
っ
て
、
古
典
よ
り
も
茅
盾
、
老
舎
、
巴
金
な
ど
現
代
の
文
準
作

ロ
聞
を
取
り
上
げ
た
り
、
現
在
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
儒
数
を
問
題
に
し
た
り
、

日
本
の
「
甘
え
」

に
つ
い
て
講
じ
た
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
エ
パ

l

ハ
l
ト
氏
が
錦
園
さ
れ
、
「
一
九
四
八
年
以
前
の
中
園
に
お
け
る
家
の
特
殊
形

態
」
「
中
園
枇
舎
史
」
な
ど
を
設
け
て
い
る
こ
と
も
無
視
で
き
ま
い
。

ボ
ッ
フ
ム
大
摩
|

歴
史
と
停
統
を
誇
る
大
拳
の
多
い
西
ド
イ
ツ
に
あ
っ
て
、
一
九
六

0
年
代
に

ア
メ
リ
カ
の
大
撃
を
範
と
し
て
新
し
く
建
設
さ
れ
た
大
祭
だ
け
に
、
注
目
を
集

め
る
と
と
も
に
、
ま
た
し
ば
し
ば
批
判
の
的
と
も
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
東
ア

ジ
ア
部
門
は
前
述
の
よ
う
に
専
門
分
化
さ
れ
た
講
座
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
骨
園

初
は
、
グ
リ
ム
(
吋ニ
2
H
Z
w
ロ
ロ
の
コ
B
E
)
、
ホ
フ
マ
ン
(
出
巳
自
己

Z
O
R
g守

口
ロ
)
、
ハ
ミ

ッ
チ
ユ

(Z
O『同門

Z
E
M
S
F
円
自
の
ご
な
ど
の
諸
氏
が
い
た
が
、
現

在
、
陣
容
は
か
な
り
援
化
し
て
い
る
。
な
お
、
ホ
フ
マ
ン
教
授
は
『
李
短
の

詩
』
(
一
九
五
O
年
〉
及
び
『
春
花
秩
月
』
〈
一

九
五
一
年
)
な
ど
の
締
謬
者

で
あ
る
。
大
皐
の
中
園
語
入
門
の
基
礎
課
程
で
は
現
代
語
、
古
典
語
に
集
中
し
て
一
九

J
二
五
時
閲
の
授
業
が
準
備
さ
れ
、
教
師
は
殆
ど
中
園
人
で
あ
る
。
本
課
程
に

入
る
と
中
園
史
、
政
治
史
な
ど
の
概
論
的
な
も
の
か
ら
、
ヴ
ェ
ク
マ
ン
〈
同
0

・

E
包

巧

m
m
B
Eロ
)
と
メ
l
デ
ィ
ン
グ
(
回
目
玉
nr
玄
包
5
m
)
に
よ
る

「
古
典
劇
批
判
」
「
毛
語
録
の
問
題
性
」
「
現
代
中
園
の
刑
法
と
枇
曾
復
蹄
数

育
」
な
ど
ま
で
幅
庚
い
。
五
曲
学
期
(
一
一
一
年
目
〉
に
な
る
と
「
紅
楼
夢
」
の
議
議
な

ど
が
あ
り
、
八

0
年
度
に
は
庚
東
語
も
本
課
程
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
木

課
程
に
は
中
園
、
日
本
、
朝
鮮
、
東
南
ア
ジ
ア
の
講
座
を
含
め
る
と
百
時
間
以

上
の
講
義
が
あ
り
、
古
典
か
ら
現
代
ま
で
多
岐
に
亙
っ
て
い
る
が
、
宋
明
代
が

少
な
い
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
日
本
語
は
ミ
ユ
ラ
l

・
横
田
(
毛
色
町
吋
曲
目

富
三

-2・J
p
r
o
g〉
数
授
が
現
代
か
ら
古
典
ま
で
一
手
に
引
き
受
け
て
い
る
。

氏
は
庚
島
大
皐
で
皐
位
を
得
、
ボ
ン
の
大
使
館
に
い
た
こ
と
も
あ
る
。
中
園
経

済
史
は
ヴ
ィ

l
ト
ホ
フ
(
∞
o
E
d〈
E
r
o
s
氏
、
日
本
経
済
史
は
か
の
K
・

ミ
ユ
ラ

l
(
E
E制
玄
巳
Z
『
)
氏
が
講
じ
て
い
る
。
中
園
の
民
衆
小
説
や
漫

蜜
を
ラ
イ
ム
ビ

l
グ
ラ

l
(
F
2
5
E
m
F
C
氏
が
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
ユ
ニ

ー
ク
で
あ
る
。

ハ
ン
ブ
ル
ク
大
息
l

戦
争
に
よ
る
被
害
を
克
れ
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
東
洋
察
研
究
所
が
、
そ
の
停
統

か
ら
指
導
的
立
場
に
あ
る
。

T
-
グ
リ
ム
と
ウ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
フ
ラ
ン
ケ

(
君
。
ロ
m
g
m
司

E
ロ
宮
)
は
既
に
去
り
、
八

0
年
度
の
教
授
陣
は
ア
ル
テ
ン

ミ
ユ
ラ

l
(
Z
2
2
2
m
〉
-
窓
口
自
己
-
2
)
、
ベ
ン
ル
(
。
臼
-E『
切
。
ロ

σ、
エ
メ

リ
ッ
ク
(
同
HOE-ι
開

B
E
E
n
Z
、
エ
ン
デ
(
〈
〈
命
日
耳
切
E
O〉
他
三
氏
と

な
っ
て
い
る
。
こ
こ
も
ポ
ッ
フ
ム
同
様
、
基
礎
、
本
課
程
に
分
れ
て
い
る
。
清

代
か
ら
現
代
に
か
け
て
の
講
座
か
多
い
。
授
業
時
間
は
中
園
祭
に
各
皐
期
六

O
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時
間
代
、
日
本
皐
は
四

O
か
ら
六

0
時
間
、
朝
鮮
皐
で
は

一
O
時
開
代
を
常
時

設
け
て
い
る
。
他
に
ア
ジ
ア
関
係
一
般
や
他
の
言
語
翠
に
二

O
時
聞
を
輿
え
て

い
る
。
前
記
の

w
・
フ
ラ
ン
ケ
教
授
は
明
代
史
の
専
門
家
で
、
七
七
年
ま
で
明

代
経
済
史
や
宋
元
明
代
の
古
典
を
講
じ
て
い
た
。
日
本
皐
で
は
、
完
壁
な
逐
語

誇
の
濁
語
版
『
源
氏
物
語
』
全
巻
で
皐
問
的
に
高
い
評
債
を
得
て
い
る
ベ
ン
ル

数
授
が

『
方
丈
記
』
『
枕
草
子
』
な
ど
を
講
じ
て
き
た
。
現
在
は
、

室
町
、
江

戸
時
代
の
澗
師
に
関
心
を
寄
せ
、
そ
の
語
録
の
濁
誇
も
し
て
い
る
。
氏
の
下
に

は
シ

ュ
ナ
イ
ダ
l

〈
crFnrω
円

Z
oE
2
)
氏
な
ど
が
お
り
、

「
短
歌
の
文
皐

的
、
社
合
的
視
貼
」
や
「
Mm
と
歌
各
豚
の
和
歌
の
雑
誌」

を
講
じ
て
い
る
。

ベ
ン
ル
氏
や
シ

ュ
ナ
イ
ダ
l
氏
が
文
象
的
関
心
か
ら
講
義
を
し
て
い
る
の
に
針

し、

シ
ェ
ア

1
3
n
r
2
C
氏
は
「
日
本
に
お
け
る
図
家
と
祉
禽
」
と
か
「
日

本
の
法
と
杜
舎
」
な
ど
か
な
り
祉
合
的
な
関
心
を
基
に
講
じ
、
ハ

ン
プ
ル
グ
の

東
洋
患
を
彩
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
他
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
マ
レ
ー

シ
ア

語
、
パ
リ
語
な
ど
の
講
座
も
あ
り
、
ま
こ
と
に
東
洋
皐
の
セ
ン
タ
ー
に
ふ
さ
わ

し
い
。
こ
こ
で
講
義
を
網
羅
的
に
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
と
く
に
語
息
十

数
育
に
力
が
そ
そ
が
れ
て
い
る
こ
と
は
、
コ
ー
ス
の
内
容
で
剣
断
さ
れ
よ
う
。

ミ
ェ
ソ
ヘ
ン
大
祭
|

ノ
イ
マ
ン
〈
穴
曲
ユ
司
ユ
包

z
o
r
z
oロヨ
E
P
H
aωl
H句
。
)
が
蹟
東
で
入

手
し
た
中
園
文
化
や
歴
史
書
の
最
も
重
要
な
文
献
の
う
ち
、
三
五

O
O巻
が
ミ

ュ
ン
ヘ
ン
の
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
か
ら
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
は
パ
リ
や
ベ
ル
リ
ン

に
次
ぐ
東
洋
皐
の
新
し
い
中
心
地
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
は

『
大
清
合
典
』
『
皇

清
経
解
』
『
漢
貌
叢
書
』
な
ど
の
叢
書
類
や
僻
典
類
が
あ
り
『
花
筆
記
』
や

『今
古
奇
観
』
の
抄
誇
を
し
た
ク
ル
ツ

(
Z
2
2
F
n
v
穴
E
P
5
8
1
5
a
)

も
中
園
皐
を
講
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
政
府
が
跨
賭
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
中
園
皐
の
常
設
講
座
は
一
九
四

O
年
ま
で
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
九
七

八
年
に
は

H
・
フ
ラ
ン
ケ
数
授
が
「
中
関
一
一
一
一
J
四
世
紀
の
宗
敬
関
係
」
、
パ

ウ
ア
l
教
授
が
「
現
代
中
閣
に
お
け
る
主
慢
性
論
争
」
や
「
南
北
朝
に
お
け
る

紳
仙
の
侍
読
」
を
、
七
九
年
に
は
フ
ラ
ン
ケ
数
授
が
「
中
園
の
文
語
及
び
白
話

史
」
「
モ
ン
ゴ
ル
語
」
、
パ
ウ
ア
l
教
授
が
「

一
九

0
0
1二
O
年
の
西
洋
の

影
響
下
に
お
け
る
中
園
の
啓
蒙
家
」

「
中
園
妖
怪
博
」
を
講
じ
、
さ
ら
に
八

O

年
に
は
『
元
朝
日
四
史
』
が
フ
ラ
ン
ケ
数
授
に
よ
っ
て
識
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

近
年
パ
ウ
ア
l
教
授
は
、
自
俸
類
を
使
っ
て
中
園
人
の
心
理
皐
的
研
究
を
行
な

っ
て
い
る
と
聞
く
。

過
去
八
年
間
、
常
時
こ
の
大
摩
で
は
、
四

0
時
間
肇
を
中
園
皐
に
、
二
J
三

0
時
閲
肇
を
日
本
皐
に
、
そ
し
て
近
三
年
聞
は
六
時
間
を
朝
鮮
墜
に
充
賞
し
て

い
る
。
他
大
撃
の
努
化
が
非
常
に
激
し
い
の
に
釘
し
て
、
こ
こ
は
方
針
が
明
確

で
安
定
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
中
閤
轡
皐
論
が
融
商
同
学
生
の
た
め
に
開
設
さ
れ

て
い
る
の
も
珍
し
い
。
昨
秋
来
日
し
た
ウ
ン
シ
ュ

ル
ト
(
司
2
-
c
-C
ロ
R
r三
島

〉

氏
は
中
園
に
お
け
る
問
団
撃
に
関
す
る
本
を
出
版
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
多

岐
に
亙
り
な
が
ら
も
明
快
に
書
か
れ
て
い
て
、
間
四
鼠
平
に
関
係
の
な
い
者
で
も
興

味
深
く
讃
む
こ
と
が
で
き
る
。
彼
も
ま
た
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
で
カ
を
事
え
は
一
人
で

あ
る
。
ま
た
前
記
の
パ
ウ
ア
1
数
授
が
中
園
と
異
民
族
と
の
一
一
一
千
年
史
を
ま
と

め
て
昨
年
出
版
し
た
こ
と
も
つ
け
加
え
て
お
こ
う
。

ボ
ン
大
拳
|

戦
後
、
東
ベ
ル
リ
ン
に
東
ア
ジ
ア
皐
研
究
所
が
移
さ
れ
た
た
め
、
前
述
の
ド

イ
ツ
科
察
委
員
舎
の
勧
告
に
よ
っ

て
ベ
ル
リ
ン
の
研
究
所
が
ポ
ン
に
再
建
さ
れ

た
。
ボ
ン
は
首
都
と
は
い
え
、
人
口
で
は
西
濁
で
二
十
番
目
の
中
規
模
の
都
市

で
あ
る
。

こ
の
都
市
に
東
洋
皐
の
充
貸
し
た
陣
容
を
誇
る
研
究
所
が
建
設
さ
れ

た
こ
と
は
興
味
深
い
。
一
九
五

0
年
代
に
は
、
元
代
騨
俸
の
研
究
で
名
高
い
オ

ル
プ
リ
ヒ
ト
(
唱
え
2
0
5
2
n
r
c
教
授
が
お
り
、
日
本
欝
皐
史
の
カ
ロ
ウ
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3
2
0
5
2
S
数
授
、
モ
ン
ゴ
ル
皐
の
ハ
イ
ツ
ッ
ヒ

(
d
F
-
Z
2
F
E一同〉

数
授
と
と
も
に
こ
こ
の
基
礎
を
固
め
た
。
現
在
は
、
前
述
の
ク
ラ
イ
ナ
ー
教
授

と
、
そ
の
弟
子
の
パ
ウ
ア

1

(
何
ユ
各
国
ν
2
0
6
氏
と
が
日
本
皐
を
指
導
し
て

い
る
。
ウ
ィ
ー
ン
出
身
の
温
厚
な
ク
ラ
イ
ナ
ー
数
授
は
、
日
本
中
の
牢
島
お
よ

び
島
興
を
踏
破
し
て
貴
重
な
費
地
調
査
を
績
け
て
い
る
。
昨
年
ウ
ィ
ー
ン
で
舎

っ
た
時
は
阿
蘇
周
透
の
村
落
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
と
聞
い
た
が
、
八

O
年
の

講
座

「
村
落
祉
曾
と
宗
教
(
熊
本
・
阿
蘇
〉
」
は
、
そ
の
成
果
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
パ
ウ
ア
l
氏
は
工
業
の
問
題
を
纏
賞
し
て
い
る
し
、
井
原
西
鶴
を
講
ず

る
デ
ィ
l
ス
ナ
l
〈

ωr一向。自己
S

ロ
5
2
0
『
〉
氏
も
い
る
。
中
園
皐
で
は
、
中

薗
史
や
近
代
史
論
の
ト
ラ
ウ
ツ
ェ
ッ
テ
ル
(
河
。
去
、
司
2
5
2
E
)
氏
、
李
賢

や
『
柳
賢
志
異
』
を
講
ず
る
チ
ャ
オ
(
巧
色
。
r
z
o
)
数
授
が
い
る
。

彼
は
現

代
中
園
の
映
査
と
劇
を
講
ず
る
の
に
カ
セ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
。
ま

た
、
フ
ォ
ン
・
フ
ラ
ン
ツ

?
S
F
S
N
)
氏
は
、
講
讃
に
『
老
残
遜
記
』
や

院
籍
な
ど
を
諌
ん
で
い
た
。
前
述
の
ハ
イ
シ
ッ
ヒ
敬
授
は
中
央
ア
ジ
ア
の
専
門

家
で
あ
る
が
、
厚
生
た
ち
に
卒
易
な
文
章
を
遁
じ
て
知
識
を
植
え
つ
け
よ
う
と

さ
れ
、
一
昨
年
は
「
中
央
ア
ジ
ア
史
料
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
放
行
記
」
を

講
じ
て
い
る
。
ポ
ン
大
皐
で
は
、
中
園
の
特
定
の
時
代
に
偏
ら
ず
卒
均
し
て
プ

ラ
ン
を
組
ん
で
お
り
、
す
ぐ
れ
た
語
皐
教
育
の
ほ
か
に
、
『
荘
子
』
『
史
記
』

『
資
治
遁
鑑
』
、
唐
代
散
文
、
蘇
東
披
、
『
元
朝
秘
史
』
、
元
曲
、
文
革
後
の
小

説
、
中
園
近
代
化
の
問
題
な
ど
を
扱
っ
て
い
る
黙
か
ら
も
そ
の
こ
と
は
剣
断
さ

れ
る
。

欲
を
言
え
ば
清
代
史
が
や
や
不
足
気
味
か
も
知
れ
な
い
が
、
大
皐
の
意

欲
的
な
努
力
が
う
か
が
え
よ
う
。

以
上
、
五
大
皐
に
お
け
る
東
洋
皐
の
近
況
を
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
西
ド

イ
ツ
諸
大
四
月
干
の
概
要
が
垣
間
見
ら
れ
た
か
と
思
う
。
要
す
る
に
、
西
ド
イ
ツ
諸

大
皐
の
東
洋
率
教
育
で
は
、
ま
ず
語
皐
に
力
を
注
い
で
い
る
貼
が
注
目
さ
れ

る
。
園
際
交
流
も
盛
ん
に
な
っ
て
来
た
昨
今
、
相
手
園
の
撃
者
と
員
の
意
味
で

協
力
し
合
う
の
は
、
制
到
等
な
立
場
に
立
っ
て
意
見
を
交
換
で
き
な
い
と
不
可
能

で
あ
る
と
い
う
方
針
か
ら
で
あ
る
ら
し
い
。
そ
れ
故
、
現
代
語
か
ら
始
め
、
作

文
、
講
讃
、
聞
き
と
り
、
曾
話
、
蜘
酬
明
一
押
な
ど
L
L
を
も
使
っ
て
、
み
っ
ち
り
と

練
習
さ
せ
る
。
し
か
も
、
日
本
の
図
立
大
撃
と
違
っ
て
、
ど
の
大
皐
も
非
常
に

多
く
の
外
園
人
数
師
を
ド
イ
ツ
人
同
様
に
迎
え
、
フ
ル
に
講
義
さ
せ
て
い
る
貼

は
驚
嘆
に
債
す
る
。
中
園
語
皐
習
は
現
代
語
の
基
礎
が
と
と
の
う
と
古
典
語
に

入
る
。
日
本
語
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
三
年
生
に
な
る
と
、
高
度
な
文
献
も

讃
み
こ
な
し
、
魯
迅
、
『
水
滋
惇
』
『
西
遊
記
』
『
紅
棲
夢
』
な
ど
を
手
始
め

に
、
哲
四
年
警
な
ど
も
讃
み
始
め
る
。
日
本
皐
で
は
五
皐
期
日
で
難
解
な
歌
舞
伎

な
ど
を
讃
む
こ
と
か
ら
剣
断
す
る
と
、
先
日
来
日
し
た
あ
る
畢
生
が
『
伊
勢
物

語
』
な
ど
を
諦
ん
じ
て
い
た
の
も
驚
く
に
債
し
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

も
、
講
義
、
演
習
、
プ
ロ
ゼ
ミ
、
ゼ
ミ
、
そ
し
て
試
験
用
の
コ
ロ
キ
ウ
ム
と
い

う
き
め
細
か
な
計
霊
で
切
瑳
琢
磨
さ
れ
る
と
い
う
次
第
で
あ
る
。

第
二
の
特
色
は
、
ア
ジ
ア
を
総
合
的
に
見
、
そ
の
中
で
日
本
、
中
菌
、
朝
鮮

な
ど
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
動
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
ポ
ッ
フ
ム
大
皐
の
よ
う
に

専
門
分
化
す
る
傾
向
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
一
般
的
に
言
っ
て
、

専
門
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
お
互
い
が
見
え
な
く
な
る
と
い
う
危
険
性
が
あ
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
総
合
的
見
地
は
皐
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の

よ
う
な
東
洋
を
文
化
全
燈
の
流
れ
の
中
で
と
ら
え
よ
う
と
す
る
傾
向
は
以
前
か

ら
他
園
よ
り
も
額
若
で
あ
っ

た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
と
も
す
れ
ば
数
養
化
し
過

ぎ
る
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
面
も
あ
り
、
ま
だ
試
行
錯
誤
の
段
階
で
あ
る
と
い
っ

て
よ
い
。
中
園
皐
者
も
、
日
本
語
や
朝
鮮
語
を
第
二
の
必
修
語
と
す
る
姿
は
、

文
献
入
手
の
必
要
性
ば
か
り
か
ら
出
た
要
求
だ
と
は
一
概
に
思
え
ず
、
む
し
ろ

皐
際
化
す
る
現
紋
へ
の
適
時
限
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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以
前
は
、
東
洋
と
い
う
現
貫
生
活
と
は
お
よ
そ
関
係
の
な
い
異
質
の
も
の
を

追
求
す
る
人
開
は
人
数
も
少
な
く
、
皐
者
と
か
研
究
者
と
し
て
し
か
ロ
を
糊
す

る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
今
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、

も
は
や
東
洋
は
遠
い
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
所
で
も
な
く
な
っ
た
。
経
済
的
に
も
支

え
合
う
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
祉
品
目
的
な
事
情
が
出
て
き
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て

講
義
の
内
容
も
、
現
賓
の
あ
り
の
ま
ま
の
東
洋
の
姿
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
翻

黙
が
生
じ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
東
洋
風
平
を
摩
ん
だ
者
の
中

か
ら
、
皐
者
ば
か
り
で
は
な
く
、
通
誇
、
献
誇
者
、
東
洋
の
企
業
で
働
く
者
な

ど
も
出
て
来
て
い
る
。
過
去
八
年
な
い
し
九
年
聞
の
東
洋
皐
の
諸
曾
合
の
議
事

録
を
讃
む
と
、
各
大
皐
と
も
協
力
し
合
っ
て
後
縫
者
の
養
成
と
、
新
分
野
で
の

活
閣
の
場
を
探
し
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

と
こ
ろ
で
、
ド
イ
ツ
で
は
大
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
ん
で
研
究
を
行
う
場

合
も
多
い
の
だ
が
、
そ
の
資
金
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
個

人
に
射
す
る
奨
皐
金
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
風
ヰ
術
交
流
の
機
関
と

し
て
は
、
ド
イ
ツ
研
究
協
曾

(
D
F
G
)
、
ド
イ
ツ
皐
術
交
流
事
業
園

(D
A

A
D
〉
、
フ

ン
ボ
ル
ト
財
園
お
よ
び
フ
ォ
ル
ダ
ス
ワ
ー
ゲ
ン
財
閥
な
ど
が
あ
り
、

プ
ロ
ジ
ご
グ
ト
や
個
人
の
研
究
を
支
え
る
柱
と
な
っ
て
い
る
。
山
十
官
牢
民
の
財

園
の
中
で
も
ワ
ー
ゲ
ン
財
闘
は
六
四
年
に
活
動
を
開
始
し
、
特
に
現
代
情
勢
に

関
係
す
る
東
・
南
ア
ジ
ア
研
究
に
援
助
を
行
っ
て
い
る
。
個
人
の
奨
準
金
部
門

は
A
と
B
の
タ
イ
プ
に
分
れ
、

A
は
現
地
で
の
語
皐
研
究
に
十
八
筒
月
開
支
給

す
る
も
の
で
あ
り
、

B
は
二
年
間
の
専
門
研
究
の
た
め
に
支
給
す
る
も
の
で
あ

る
。
留
鼠
午
先
、
年
齢
、
家
族
の
有
無
な
ど
で
支
給
の
額
も
異
る
が
、
放
費
や
滞

在
費
、
岡
田
ナ
費
な
ど
全
て
を
含
ん
で
い
る
。
圏
鐙
に
は
例
え
ば
六
四
年
に
フ
ラ
ン

ク
フ
ル

ト
大
患
の
越
濁
酢
典
の
編
纂
、
ポ
ッ
フ
ム
や
ポ
ン
の
図
書
の
充
賞
、
六

五
年
に
は
ボ
ン
で
の
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
文
献
の
複
篤
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

の
カ
ロ
ウ
教
授
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
語
辞
典
の
編
集
な
ど
、
様
々
な
活
動
に
封
し

て
援
助
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ワ
ー
ゲ
ン
財
国
一
つ
を
例
に
と
っ
て
も
わ
か

る
よ
う
に
、
毎
年
何
十
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
援
助
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
中
園
と
ド
イ
ツ
と
の
交
換
留
皐
生
制
度
は
、
七
三
年
の
中
園
の
提

案
に
始
ま
り
、
八

O
年
現
在
す
で
に
一

O
三
人
の
ド
イ
ツ
人
が
、
語
皐
か
ら
始

ま
っ
て
歴
史
、
哲
皐
、
美
術
、
音
楽
、
間
四
皐
な
ど
の
分
野
で
、
北
京
、
天
津
、

上
海
、
庚
東
、
藩
陽
な
ど
に
留
皐
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
中
園
か
ら
は

八
四
年
ま
で
に
九
六
人
が
留
翠
し
、
さ
ら
に
七
八
年
七
月
、
五

O
O人
の
留
皐

を
申
し
入
れ
、
同
時
に
日
米
英
仰
に
も
多
数
の
皐
生
を
迭
り
出
し
た
い
旨
を
停

え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
前
述
の

D
A
A
D
や
フ
ン
ボ
ル
ト
財
園
を
始
め
、
五

十
も
の
濁
自
の
研
究
所
を
有
す
る
マ
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ン
ク
科
皐
促
進
協
曾

(
M

P
G
)
が
協
力
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
留
皐
制
度
の
盛
行
は
、
生
き
た
東
洋

の
知
識
を
身
に
つ
け
た
撃
者
た
ち
を
次
々
に
世
に
迭
り
出
す
可
能
性
を
は
ら
ん

で
い
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
要
覧
を
始
め
と
し
て
七
二
年
か
ら
の
報
告
書
を
基
に
荒
け
ず
り
の
素

描
を
行
っ
た
が
、
七
三
年
の

D
F
G
の
報
告
書
に
も
あ
る
通
り
、
今
ま
で
の

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
の
考
え
方
」
を
反
省
し
、
積
極
的
に
ア
ジ
ア
に
封
話
を
求

め
て
行
こ
う
と
す
る
龍
円
高
民
が
西
ド
イ
ツ
東
洋
皐
界
の
近
況
か
ら
見
出
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
じ
く
七
四
年
の
ワ
ー
ゲ
ン
財
闘
の
報

告
書
は
「

一
方
的
に
ヨ
ー

ロッ

パ
か
ら
東
洋
へ
情
報
が
停
わ
る
の
み
で
、
東
洋

か
ら
の
反
際
や
影
響
が
な
い
こ
と
」
の
悲
し
さ
を
訴
え
て
い
る
。
東
洋
の
側
の

劉
態
が
問
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
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註ω
田
村
寅
造
「
ド
イ
ツ
の
東
洋
皐
」

『
史
林
』
四

一
各
三
鋭
、

一
九
五
八



年
五
月
。

ω
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ラ
ン
ケ
述
、
シ
ュ
ル
テ
霧
、
「
ド
イ
ツ
シ
ナ
皐
の
歴

史
」
『
東
京
支
那
皐
報
』
一
一
一
抗
、
一
九
六
五
年
六
月
、
七
九
J
八
八
頁
。

ω
ギ
ュ
ン
タ
l

・
♂
ア
ポ
ン
述
、
村
上
哲
見
譲
、
「
中
園
文
筆
の
領
域
に
お

け
る
ド
イ
ツ
支
那
皐
の
業
績
」
『
中
園
文
皐
報
』
二

O
務
、
一
九
六
五
年

四
月
。

ω
佐
々
木
現
順
「
ド
イ
ツ
東
洋
拳
素
描
」
『
例
数
皐
研
究
』

一
九
六
七
年
十
二
月
。

向
田
村
前
掲
論
文
六

O
頁。

川

W

H

・
フ
ラ
ン
ケ
前
掲
論
文
、
八
七
頁
。
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巻
一
続
、

1977~1980年の西ドイツの大皐における

毎翠期の東ア関係講座時関数 (212ゐZユ)
11977 I 1978 I 1979 I 1980 I計
I 571 hr I 569 I 608 I 541 I 

中園皐 b4:O%)I (5ï~4) I (弘ibI (弘5)I 
I 422 I 437 I 40⑤ 366 I 

日本翠 I (技9の)I (3ω9乱口.5の)I (拡5の)I (3鉛6.9の)Iい1臼

朝鮮鱒翠 |刈 州 (ω8?湾引7も引)ぺI(8~芯引あ引l 
各皐朝期計I t治脇誌協払;ゐ〉| !2i;お;あ)I t日沼脇脇i認協払;お払:あ)I (i認怒:誌払判;あ判叫〉バ小|卜4お抑4 

4年開における各皐期の中日朝準の

zp.均時間数と相互の比率

1977~80卒均 f中園皐 572.3時閲/皐期
(53.7%) 

1日本星雲 4β7.5 グ

I (38.2%) 

i朝鮮皐 86.3 グ

人 (8.1%)
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